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研究成果の概要 

本研究では既存のトポロジーを超えた DNA ナノ材料群の開発を目指している。光照射により単

一方向に回転運動を起こす分子モーターを用いて DNA 超らせん構造を変化させることで、DNA

のトポロジー制御を人工系で初めて達成し、新たな DNA材料群を創出する。 

本年度は、本プロジェクトの基盤技術となるDNA鎖と人工分子との結合形成手法の開発に集中

して研究を進めた。領域内コラボを重ねた結果、DNA との複合化を指向するうえで効果的な分子

デザインを見つけることができ、実際の反応で DNA 複合体の形成を確認することができた。生成

物の同定は各種分光分析およびゲル電気泳動から行っている。さらに派生して DNA鎖どうしの結

合形成にも同様の手法が適用できることを見い出し、生体分子修飾を化学分野の立場から行う上

で根幹となる技術確立ができた。さらに反応開発の途中で異分野の研究者との交流もあり、新たな

合成手法の発想を得ることもできた。今後は調製した DNA 複合体のバイオプローブとしての性能

評価を行うとともに、分子モーターと DNA との複合化に取り組む予定である。 

DNA トポロジーの観察についてもモデルとなる人工分子鎖について蛍光顕微鏡や高速原子間

顕微鏡といった観察手法を試行しており、次年度以降の観察に向けた予備的知見を得たので、研

究目的の遂行に努める。また、昨年度に引き続き、光照射以外の外部刺激によって暗所において

も分子モーターの単一方向回転を駆動する方法についても複数検討中であり、回転挙動の同定

を多角的に分析している。ＤＮＡのモデルとして作成した人工分子鎖については領域内共同研究

によって分子鎖内における光励起状態のダイナミクス解明を行い論文発表に向けて前進する成果

を得た。 
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